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【壁排水】

ボトルトラップの場合

【床排水】

4
電
気
温
水
器

座金付なべ小ねじ
M4×10（2本）

座金付なべ小ねじ
M4×10（2本）

化粧ラベル

ねじ固定
【上部 固定アングル】

【側面 固定アングル】

壁固定用木ねじ
φ4×30（2本）

壁固定用木ねじ
φ4×30（2本）

下穴φ3

下穴φ3

カット

カット

1 カット

1 カット

1

パッキン

ゴムパッキン

パッキン

スイッチ スイッチ
手洗器中心 手洗器中心

電
気
温
水
器
取
付
位
置

はくり紙

確認・仕上げ

【壁排水の場合】 【床排水の場合】

手洗器の組み立て1
角形

給水管・手洗器の取り付け2

手洗器の固定2

※図は左勝手の角形の場合。

※図は左勝手の丸形の場合。

ハンドル式水栓の場合

自動水栓の場合

固定ねじ
φ5.8×51(2本)

クッション材の
取り付け

4

袋ナット1を本固定7 袋ナット1を本固定5

6 向き調整・本固定

トラス小ねじ
φ5×60（2本）

4手締めで

1 けがき→下穴φ4.5

化粧キャップ

2

手締めで

給水管の接続3

▶自動水栓施工説明書

排水金具

壁側 

止水栓へ
接続

5
止水栓へ
接続

4

6

2手締めで

1 カット

手洗器の組み立て1
丸形

ハンドル式水栓の場合

自動水栓の場合

クッション材の
取り付け

5 向き調整・
本固定

▶自動水栓施工説明書

壁側 
Pシール
塗布

1
Pシール
塗布

1

2手締めで
1 カット

ゴムパッキン
パッキンガイド

テーパリング
袋ナット1

仮固定

ゴムパッキン
パッキンガイド

テーパリング
袋ナット1

【壁給水】

   

【床給水】

壁に押し当て
　 のねじを本固定4

仮固定

ハンドル式水栓の場合

自動水栓の場合

▶自動水栓施工説明書

3
手
洗
器・給
水
管

3
手
洗
器・給
水
管

ステップ3ステップ2

ステップ１ ステップ4ステップ3ステップ2 ステップ5 6 バックパネル 7 器具類 P.23 P.24本編8 確認・仕上げ

ステップ１ ステップ4 4 電気温水器 5 排水管 ステップ5P.21 P.22本編

ステップ4ステップ2ステップ１ ステップ3 ステップ53 手洗器・給水管 P.17 P.20本編
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